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1. はじめに 
大規模な震災の発生では基地局が甚大な被害を受け，通信イ

ンフラが途絶えてしまうことがある．その際，被災者は周辺の被害
状況など必要な情報を得られないため，安全な避難ができない事
態が発生している． 
本稿では，安定した通信が困難な状況における通信手段とし

てスマートフォンなどに搭載されている無線通信機能を利用する
ことで，端末間で直接通信を行い，情報を共有して被災者に適切
な避難を促す経路の検索を行う移動支援方式を提案する． 
2. 関連研究とその問題点 
 従来研究として，GPS(Global positioning system)による位置情報
の履歴から地図を作成する研究がある[1]． 
問題点としてユーザが不必要な地図情報も取得してしまうこと，

地図完成までに最大 2000 台の端末で 30 分を要すること，ある道
路を一人でも通行していれば道路を安全と決定することが挙げら
れる．被災地の状況は刻一刻と変化するので，よりリアルタイムな
状況が反映されることが望ましい． 
3. 研究内容 
3.1 目的 
震災直後の通信インフラが断絶された被災地において，現在

通行可能な道路を考慮した経路検索を行う． 
3.2 アプローチ 
 GPS を用いて取得した位置情報を，端末間で直接通信を行うこ
とで共有し，周辺道路の通行の有無を判断して安全な経路を構
築する． 
3.3 想定環境 
大規模震災が発生し，通信インフラが断絶した状況を想定する．

被災者は，学校など外出先で被災し地震が収まり次第避難所や
自宅など安全な目的地への移動を開始する．その際，本提案方
式による道路状況に対応した経路表示を頼りに目的地を目指
す． 
4. 提案方式 
位置情報は GPS から測位し，端末内に蓄積する．一定時間ご

とに周辺に存在する通信可能な端末と位置情報を共有する． 
Step1: ユーザは端末内の地図アプリで目的地を指定 

する． 
Step2: 取得した位置情報のうち，同一の情報に対して 

重み付けを行う． 
Step3: 端末に蓄積した位置情報を組合わせて，通行可 

能な道路を構築する．その際に，重みに応じて 
優先的に経路として決定する． 

Step4: アプリ上に経路を表示する． 
Step5: ユーザの移動に合わせ，端末内に蓄積した位置 

情報は一定時間保持した後に削除し，移動した 
先での位置情報を新たに蓄積する． 

Step6: Step2～Step5を繰り返す 
5. 方式案 
提案方式における，複数の位置情報から経路を構築する

方法について２つの方式案を提案する． 
5.1 方式案 1 
Step1: 周辺端末と共有した位置情報から，重複した緯度 

経度を持つものを抽出し，その数を重みとする． 
Step2: 保持している各位置情報の重みに対し平均値を 

計算し，平均値を上回っている位置情報を経路の 
候補とする． 

Step3: 目的地の位置情報と経路候補の各位置情報の距 
離を比較し，目的地から最短のものを経路とする． 

Step4: 決定した位置情報から残りの各位置情報の距離を 
比較し，最短のものを経路とする． 

Step5: 自端末の現在位置まで繰り返し，経路を構築 
する． 

5.2 方式案 2 
方式案 2 のイメージを図 1 に，手順について以下に示す． 

Step1: 各位置情報に取得先の端末を識別する ID を付加 
する． 

Step2: 目的地の位置情報と各経路候補の位置情報の距 
離を比較し，目的地から最短のものを経路として 
決定する． 

Step3: 経路に決定した位置情報と同じ ID を持つ他の位 
置情報を経路候補とする． 
 

Step4: 経路候補の位置情報のうち，目的地方向のもの全 
てを経路として決定する． 

Step5: 目的地までの最短距離となる位置情報を持つ ID 
の通行した位置情報を経路候補とする 

Step6: 目的地に到達していないとき，Step3～Step5 を繰り 
返す． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6. 評価 
6.1 評価実験 
システムを実装したスマートフォンを用いて評価実験を行う．経

路構築に用いる位置情報は模擬的に作成したものを使用する． 
6.2 評価項目 
アプリで目的地を設定してから，画面上に経路が表示されるま

でについて，以下の項目を評価する． 
・平均経路構築時間[ms]: 
取得した複数の位置情報から経路を検索し，その経路を端末

の画面上に表示するまでの時間 
・経路正解率[%]: 
道路以外の場所や端末が通行していない道路を避け，通行で

きる経路を構築する割合 
6.3 実験結果 
実験結果について，経路構築時間を図 2 に，経路正解率を図

3 に示す． 

 
 
6.4 考察 
図 2から，平均経路構築時間は方式案による大きな差が見られ

なかったが，方式案 1 は距離により経路構築時間が増加している
傾向にある．これは，方式案 2 が経路として 1 つの位置情報が決
まると，ID により連続的に経路を取得するのに対し，方式案 1 は
経路を 1点ごとに計算するためであると考えられる．図 3から経路
正解率は，方式案 2が方式案 1を大幅に上回る結果となった．理
由として，方式案 2 では ID で区別して辿ることで位置情報を線分
として扱うことができるが，方式案 1では位置情報は点として扱うた
め，道路に沿うことを考慮してためと考えられる． 
7. むすび 
今後は，一回の通信台数や複数の端末と位置情報を共有する

所要時間などの検討を行う． 
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